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関西大学独逸文学会行事記録
（昭和48年 4月～昭和49年3月）
〇昭和48年 6月3日昭和48年度総会並びに第38回研究発表会
総会議事
a)会長挨拶中村恒雄
-b)編集報告丸山三友
c)会計報告福岡四郎
d)会長改選の件
新会長に見次直雄教授を選出
e)規約改正の件
関西大学独逸文学会会則第3条，第2項「毎年2回研究発表会を
開く」の「2回」の 2字を抹消する．
f)中村恒雄先生御退職記念号贈呈式
研究発表
Georg BuchnerのWoyzeckについて一疎外とニヒリズム
を中心として一一
-247-
浜本隆志氏
出席者 29名
編集後記
「独逸文学」第19号をお届けいたします．昨年の「中村恒雄教授御退職記念号」に
引き続き，本号も，この春定年を迎えられました福本喜之助教授のご退職を記念する
特輯号といたしました．福本教授は25年に亘って関西大学において研究教育に従事さ
れ，幾多の貴重な業績を挙げられ，また後進の育成にも熱意を傾けてこられました．
本号を捧げることによって，そのこ布潅！を讃え，ご労苦にお酬いいたしたいと存じま
す．
本号を編集するにあたり，福本教授にご執筆をお願いしましたところ，快くご承諾
下され，玉稿で巻頭を飾ることができました．先生に厚くお礼申し上げるとともに，
今後のご健康を心からお祈りする次第です．また，本号は学内外の方々からの語学関
係三編，文学関係六編のご寄稿と故高尾教授のこ鳴t稿によって誌面を整えることがで
きました．編集担当者としてご論稿をお寄せ下さいました各位に感謝いたします．な
ぉ，会長見次直雄教授に序文をお書き願い，寺川央助教授に福本先生のお写真を撮っ
ていただきました．
さて，第18号の編集後記にもありましたように，本学会の財政事情がいよいよ逼迫
し，本号も印刷所のご好意により，漸く出版できたような事情です．われわれ編集に
たずさわる者としては，高尾教授のご遺稿もまだ半ばを僅か越した分量しか掲載して
いないこともあり，是非完結させたいと考えていますので，本誌継続発刊に鋭意努力
しております．学会員の各位に事情のご賢察をお願いする次第 す．
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